論文題（和文，英文両方とも書いてください）。副題はなくても構いません。

和文主題：
和文副題：
英文主題：
英文副題：
要旨：
キーワード：
1.横見出し(ゴシック体＋ボールド; 英数字とカッコ，ピリオドは半角)
(1)小見出し(ゴシック体; 英数字とカッコ，ピリオドは半角)
　本文(明朝体)は，このテンプレートを用いて，1ページあたりA4判の用紙に40字×40行×1段に設定して作成する。句読点は「，」と「。」を用いること。引用元の文章で異なる句読点を使っている場合も原則としてこちらに合わせる。本文中の英数字とカッコ（パーレン）のみ半角文字で，その他は全角文字とする。その他の注意事項についても，必ず「初年次教育学会誌執筆要領」およびこのテンプレートに記載の注意事項を確認の上，作成すること。
　「一人(ひとり)」「二つ(ふたつ)」など，算用数字(アラビア数字)の1や2にはない読み方を含む日本語表現には漢数字を使う。熟語になっている場合も同様(「統一」「二重」「再三」など)。単純に数量を表現する場合には算用数字を使う(「1行」「2回」「3名」など)。
　漢字表記は，専門用語として認識されていると思われるものを除いては，原則として常用漢字の範囲とする。むやみに漢字にしない。当て字は用いないように留意する(「無闇」は当て字)。また，「とき」「こと」「ほど」「ところ」などの形式名詞はひらがなで書くこと(「書く事」は誤り)。
　見出しは，「参考文献」のみが中央見出しで，他はすべて左詰め。横見出しには半角数字で通し番号を付ける。小見出しには，半角の両カッコ付き数字で通し番号を付ける。見出しに使用するカッコやピリオドはすべて半角文字とする。通し番号は，横見出しの中でのみの連番であり，次の横見出しの中で小見出しを付ける場合には，また1からの連番とする。小見出しに丸付き数字(①，②)やアルファベット(a.，b.)は用いない。本文中での箇条書きは避けること。やむを得ず箇条書きで何らかの事項を列挙したい場合には，それらの情報は図か表にすること。箇条書きでなく，本文中に複数の事項を列挙する場合には，①や②は使わず，1)，2)のように片カッコ付数字で，改行せずに続けて記すこと。
　注はできるだけ本文中には用いず，補足的な説明などは本文の中で行うものとする。やむを得ず注をつける場合には，本文の末尾(参考文献の直前)にまとめて記載する。注の番号は，本文1ページ目からの通し番号とし，注をつけたい箇所の右肩に数字で記す（例1）。
　本文中で一部を強調したい場合には，その部分をカギカッコ「　」でくくること。“　”や下線，斜体，ボールド体(太字)は使わない。引用中や強調部分中でさらに「　」でくくる必要が出てきた場合には二重カギカッコ『　』を使うこと。
(2)小見出し(MSゴシック; 英数字とカッコ，ピリオドは半角)
　表や図は本文には挿入せず，本文・注・参考文献の次に，表および図一つにつき各1ページを使って記載する。編集部側でレイアウトを行うので，原稿ファイルとは別に，表や図のデータファイルを送付すること。それぞれの表および図には通し番号を付け，適切なタイトルをつけること。通し番号は，たとえば図が一つしかない場合でも「図1」とする。表と図はそれぞれ別に通し番号を付ける（表1，表2，表3…，図1，図2，図3…というように）。本文末尾に図表を記載する際には，表のみを先にすべて記載した後，図を記載するという順番にする。
　表および図は，必ず本文でも言及し，どのような情報が掲載されているのかについて本文中でも最低限の説明を行う。下記のいずれの例の書き方でも構わない。
例1：　○○大学における，2014年度の初年次教育プログラムの概要を表1に示す。
例2：　○○大学では2014年度から新しい初年次教育プログラムを実施している（表1）。
　また，本文中で表や図に言及している箇所の前後，表や図を本文中に挿入する際の目安となる位置を，下記の要領で本文中に指示しておく。原則として特定の段落と段落の間に，前後に1行ずつ空白行を入れて指定する。挿入する表や図は，行の中央に書く。関連する表や図を一箇所に連続して指定することも可。
――――――――――表や図の本文中での挿入位置指示の仕方の例―――――――――――
…本文原稿…段落の終わり。
（1行アケル）
表1（中央ゾロエで「表1」「図4」とだけ書く）
（1行アケル）
　本文の次の段落の冒頭…本文原稿続く…
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　作図にあたっては，白黒印刷であることを考慮し，色情報を用いず，必ず試しに白黒印刷をしてみて，鮮明に読み取れることを確認しておくこと。図表中のフォントは，和文はMS明朝（見出しはMSゴシック），英数字とカッコはすべてTimes New Romanにしておく。ただし，編集部で適宜変更する可能性がある。
2.横見出し(MSゴシック＋ボールド; 英数字とカッコ，ピリオドは半角)
(1)小見出し(MSゴシック; 英数字とカッコ，ピリオドは半角)
　横見出しの上は一行あける。小見出しは前後に行を空けずに改行して続けて本文を記す。

　「参考文献」には，本文中で引用したものを過不足無く記載すること。記載順は著者名のアルファベット順とし，番号はつけない。

・
・
・　
　　　　　　　　　　　　・……この行で本文は終わり。　　　　
＊本文と注の間は１行開ける
注(MSゴシック＋ボールド；中央大見出し)
本文中にやむを得ず付けた注は，本文の末尾(参考文献の直前）に，まとめて記載する。
注の通し番号は，本文冒頭から記載順に付ける。
＊注のあと，参考文献は改ページをしてから記述する
参考文献(MSゴシック＋ボールド；中央大見出し)
参考文献には，本文中で引用したものを過不足無く記載すること。英数字およびカッコ(　)はすべて半角とする。記載順は著者名のアルファベット順とし，番号はつけない。本文中での引用も，数字によるのではなく，たとえば，「山田(2008)によると…」あるいは「…である(山田，2008)。」という形式で行うこと。本文中で言及する場合の著者名は名字のみ記載する(同じ著者が同じ年に公刊した文献を複数引用対象とする場合は，山田(2008a)，山田(2008b)のように区別し，参考文献で異なる文献であることが分かるようにする)。同姓の異なる著者が同じ年に公刊した別々の文献を引用する場合も同様とする(山田礼子先生と山田剛史先生が同じ2008年に公刊したものをそれぞれ引用する場合には，名のアルファベット順で礼子(Reiko)先生のものを「山田(2008a)」，剛史(Tsuyoshi)先生のものを「山田(2008b)」として本文中で引用し，引用文献リストでも公刊年にa,bを付す)。
各文献の1行目は左詰めで記載し始め，複数行にまたがる場合には2行目以降を一字下げる。文献と文献の間の行は空けない。以下にいくつかの種類の記述例を示すとともに，文献毎に，記述上の注意点を末尾のカッコ内に記した。基本的な記載事項については，「執筆要領」に例示されているのでそちらも確認のこと。英文の文献を引用する場合も，基本的には和文と同様の情報を，同様の順番で記載すること。
著者が複数の場合，参考文献リストではすべての著者名を列挙する。本文中では，2名の場合には常に2名とも挙げる(例：溝上・藤田(2001)は…)。3名以上の場合，本文中での初出箇所では全員の名前を挙げ(例：山田・沖・森・杉谷(2002)は…)，2度目以降の引用箇所では，第1著者の後に「他」と付ける(例：山田他(2002)は…)。英文の場合も初出の箇所では同様(例：Upcraft, Gardner, & Barefoot(2005)は…)だが，2度目以降の場合には第1著者の後に「et al.」を付ける(例：Upcraft et al.(2005)は…)。
また，和文でフルネームを記す際，姓名が2字の場合には，姓と名の間に全角1文字分のスペースを入れる(例：舘　昭)。3文字の場合には，姓と名の間に，半角1文字分のスペースを入れる(例：濱名 篤)。四文字以上の場合には，姓と名の間にスペースを入れない。このことは，参考文献リストのみでなく，論文冒頭の著者名や謝辞にも適用すること。
＜雑誌掲載論文の場合(単著)＞
藤田哲也(2006)「初年次教育の目的と実際」『リメディアル教育研究』，1(1)，1-9.
　(順番に，著者名，発行年(カッコに入れる)，論文題目(カギカッコに入れる)，雑誌名(二重カギカッコに入れる)，巻(号)数(巻のみでも可。ボールド体)，掲載されている最初のページ-最後のページ。論文の場合，掲載ページには「pp.」は不要)
＜雑誌掲載論文の場合(共著)＞
溝上慎一・藤田哲也(2001)「授業通信による学生との相互行為II―相互行為はいかにして作られたか―」『京都大学高等教育研究』，7，89-110.
　(複数の和文著者名は「・」でつなぐ。ローマ数字(Ｉ，II，III，IVなど)は，機種依存文字のため使用しない。記載する際には，全角あるいは半角アルファベットを組み合わせて記すこと。上記論文題目の「II」は，半角の「アイ」を二つ続けて記載している。和文副題は全角ダッシュ(―)で区切る)
＜単行本の場合＞
藤田哲也(編)(2006)『大学基礎講座　改増版―充実した大学生活をおくるために―』北大路書房
　(順番に，著者名(編者名の場合には「(編)」と記す，書名(二重カギカッコに入れる)，発行所(外国の場合には，発行地も記す。発行所名には「株式会社」は不要))
＜単行本の特定の章の場合＞
大塚雄作(1999a)「学生による授業評価の方法とポイント―教授心理学」　伊藤秀子・大塚雄作(編)『ガイドブック大学授業の改善』有斐閣選書，pp.192-197.
大塚雄作(1999b)「教授・学習評価支援システムの開発」　伊藤秀子・大塚雄作(編)『ガイドブック大学授業の改善』有斐閣選書，pp.247-252.　
(順番に，著者名，発行年，章の題目，収録されている単行本の編者名(「(編)」とつける)，書名，発行所，掲載ページ。なお，論文等も含めて，同一著者が同一年に公刊した文献を複数引用する場合には，ここの例のように，発行年に続けて引用順にアルファベットを付し，本文中で引用する際にも区別可能にすること(例：「大塚(1999a)は…」)。単行本等の特定の章を引用する場合の掲載ページには「pp.」をつける)
＜報告書の特定の章の場合＞
沖 清豪(2005)「調査結果の概要」日本私立大学協会附置私学高等教育研究所　研究プロジェクト報告書『私立大学における一年次教育の実際』第5章，pp.37-45.　
(基本的には単行本の場合と同様である。なお，単行本の特定の章を含めて，章に明確に通し番号がついている場合には，ここの例のように，書名のあとに「第○章」と記し，そのあとに掲載ページを記す)
＜翻訳書の場合＞
Upcraft, M.L., Gardner, J.N., & Barefoot, B.O.  山田礼子(監訳)(2007)『初年次教育ハンドブック
―学生を「成功」に導くために―』丸善(Upcraft, M.L., Gardner, J.N., & Barefoot, B.O.(2005) Challenging and Supporting the First-Year Student: A Handbook for Improving the First Year of College. Hoboken, NJ: John Wiley.)
(順番に，原著者名(翻訳書の奥付や見返し，表紙などの表記に従って，原語表記ならそれを用いる。この例は，表紙に記載の著者名が原語表記だった場合)，訳者名(監訳者がいる場合にはそれを記す。複数名が共同して翻訳している場合には，「・」でつないで列挙する。奥付などで確認する)，翻訳書の発行年，翻訳書名，翻訳書の発行場所：発行所。改行せずに続けてカッコ内に原著の書誌情報を記す。英文単行本の場合，書名はイタリック体にする(カギカッコには入れない)。英文雑誌論文の場合には，雑誌名をイタリック体にする)
＜学会発表の場合＞
山田礼子・沖 清豪・森 利枝・杉谷祐美子(2002)「私立大学における一年次教育の実際―『学部長調査』(平成13年)の結果から―」『日本教育社会学会第54回大会発表要旨集録』，206-211.
(学会発表の引用の場合には，大会発表論文集，要旨集など，第三者が入手可能な文献を引用すること。会場で配付されたプリント類は引用文献として挙げない。大会発表論文集等から引用する場合，掲載ページに「pp.」は不要)
以上

表1　ここに表1のタイトル
表
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